
令和５年度第２回函館中央警察署協議会議事概要

１ 開催日時
令和５年９月26日（火）午後２時00分から午後４時00分まで

２ 開催場所
函館方面函館中央警察署３階大会議室

３ 出席者
⑴ 協議会委員 12名（定員14名）

会 長 千 葉 利 隆 副 会 長 向 井 妙 子
副 会 長 楢 原 永都子 委 員 田名部 まり子
委 員 鹿 礒 洋 子 委 員 高 橋 哲 郎
委 員 石 橋 美栄子 委 員 小 野 義 則
委 員 井 上 邦 彦 委 員 阿 部 真奈美
委 員 本 谷 文 子 委 員 藤 田 竜 司

⑵ 警察署 ６名
署 長 高 橋 俊 彦 副 署 長 相 馬 洋

船 橋 哲 哉 齊 藤 雅 治刑事･生活安全官 地 域 交 通 官

横 田 哲 寺 尾 勝 己北斗交番所長 生活安全課長

警 務 官 千 里 和 司

４ 函館中央警察署協議会会長挨拶
全国的に大型台風等による河川の氾濫や土砂崩れなどで家屋が倒壊する災害が発生し

ており、災害への備えの必要性を痛感している。
協議会を通じて、地域住民と警察が共通認識を持ち、より住みやすい街を構築するた

めにも、忌憚のない意見をいただき、活発な協議会になることを期待します。

５ 函館中央警察署長挨拶
先日、全国豊かな海づくり大会北海道大会が開催され、当署からも多くの部隊員を動

員し無事任務を完遂することができました。
現在、全国秋の交通安全運動期間中であり、交通指導取締りのほか、各種交通安全活

動を推進し、交通事故のない安心して暮らせる北海道を実現すべく署員一丸となり活動
しているところでございます。
皆様が日頃に感じている警察への意見や要望など忌憚のない意見を頂戴できればと考

えておりますので、よろしくお願いします。

６ 議事
⑴ 懲戒処分状況
⑵ 管内の治安概況の説明
⑶ 函館中央警察署のできごと
⑷ 虐待について

７ 委員からの要望・意見と警察の説明
、 。委 員 警察は 様々な事象を対応しているが日頃どのような訓練を受けているのか

警 察 警察学校で研修を受けた後、警察署に配置となり、上司、先輩の指導を受け
虐待現場など様々な現場想定訓練により技能を高めています。

委 員 虐待事案では、一旦事態が収まっても再発するケースがあるとのことだが防
止するためにはどのような対策が必要か。

警 察 虐待を受けた児童と親を分離させても、再度、親の元に戻ってしまうケース



があることから、警察と行政が連携し、保護された児童が、専門機関で教育を
受け、社会で自立するためにサポートすることが重要ではないかと考えていま
す。
警察では、虐待を受けた児童と行為者の分離を最優先に対応しており、児童

相談所、学校、行政機関と連携を図りながら支援しています。

委 員 虐待防止のために地域としてできることはあるか。

警 察 一昔前は近所付き合いが盛んであり、地域全体で子どもを育てる意識と地域
住民の目が行き届いていた時代でした。
虐待防止には地域の目が重要であり、地域の方々が近所の異変に気づくこと

が発覚のきっかけとなることがあります。
異変に気づいたときには、警察や行政に連絡をお願い致します。

委 員 現代社会は、昔のように子どもを地域で育てる感覚はなく、近隣者同士のプ
ライバシーが守られており、一市民からすると警察や行政への通報はハードル
が高く、通報によりトラブルになるのではないか、虐待した親が逮捕されて子
どもが不幸になるのではないかと考え通報を躊躇してしまう。
気軽に相談できるよう啓蒙活動を実施してもらいたいがいかがか。

警 察 警察相談ダイヤルやメール110番、児童相談所虐待対応ダイヤルなど匿名で
通報できる制度があるので利用をお願いいたします。
多くの断片的な情報を入れてもらい、通報をためらわない気持ちを持ってい

ただきたいと思います。
警察、学校、地域が連携し制度を構築する必要性を感じています。

委 員 携帯電話等で検索すれば通報先を見つけることはできるが、自ら動いて通報
するのはハードルが高いので、不特定多数の人が集まる場所に通報先を記載し
たポスターを掲示するなどして、いざ、近所の異変に気づいたときに、すぐ思
い出し連絡できるよう行政と連携して啓蒙活動をしてもらいたい。
通報先がすぐ思い出せるくらいハードルを下げないといけないと思います。

警 察 関係機関と連携を図ってまいります。

８ 警察署からのお知らせ
⑴ ほくとポリスについて
⑵ 警察官採用試験受験者募集のお礼について
⑶ サイバーセキュリティについて

９ 次回の開催予定及び議事について
⑴ 次回開催予定

令和５年12月中旬を予定
⑵ 次回議事

次回開催までに事務局で決定する
以 上




